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は じ.め に

大阪府南部に位置する貝塚市は、南は和泉山脈に接 し、北は大阪湾に面 してお り変

化に富んだ 自然環境が残 されています。

貝塚寺内町遺跡は、貝塚市北西部に位置する寺内町の遺跡であり、中世末に願泉寺

を中心として成立 した本遺跡は、近世も存続 し、本市の名称の元 とな りま した。

中心寺院である願泉寺は、平成16年7月 よ り7ヵ 年 の計画で重要文化財 本堂他 の半

解体修理が行われてお ります。今回の調査は、願泉寺に近接 し、紀州街道に面する地

点の調査であ り、寺内町成立以前の状況も確認することができま した。これ らの成果

は、本市な らびに周辺地域の歴史を明らかにする うえで、まことに有意義なことと考

えています。

本調査報告書の刊行が、皆様の文化財に対するご理解を深めていただくとともに、

文化財の保護 ・保存 ・研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあた り、関係各位 には多大なご協力を頂き、ここに深

く感謝の意を表 します とともに、今後 とも本市における文化財保護行政に対する、一

層のご理解 とご支援をお願いいた します。

平成19年9月30日

貝塚市教育委員会

教育長 山本 太三郎



例 言

1.本 書 は、藤本彦 太郎氏 の依頼 によ り、貝塚市北町331-2、331-6に 所在す る貝塚寺

内町遺跡 において実施 した、民間開発工事に伴 う事前発掘調査の概要報告である。

2.発 掘 調査 は確 認調 査 を平成18年7A26日 、2次 発掘調 査 を平成18年10A2日 よ り

10A20日 にか けて実施 した。なお内業調 査については本書刊行 をもって終了 した。

3.調 査 に あた っては、藤 本彦太郎氏 に多大な御理解 と御協力を得た。ここに記 して、

感謝の意 を表 します。

4.発 掘調査 は貝塚市教育委員 会社 会教育課、学芸員三浦基が担当した。

5.本 書 の執筆 ・編集 は三浦が行 った。

6.遺 物 写真撮影 は三浦が行 った。

7.出 土遺物 、調査記録 は貝塚市教 育委員会 において保管 している。
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第1章 調査に至る経過

貝塚市北町331-2、331-6に おける共同住宅建設工事にあたり平成18年7月14日 埋蔵文化財発掘届出書が提

出された。当該地は中世 ・近世の城郭寺院跡 として周知 されている貝塚寺内町遺跡の範囲内にあたる。

確認調査は、平成18年7月26日 市教育委員会が実施 した。

調査は建物建設予定部分に第1区 ～第3区(合 計21.5㎡)の 調査 区を設定 し、実施 した。

確認調査の結果、近世と考え られ る盛土及び整地層を確認 し、炭灰、焼土を含む火災層を確認 し、瓦片が出

土 した。堆積層は、海岸部に面 しているため砂層が主体であ り、遺構も確認できなかったことか ら、基礎掘削

時に立会調査 とし、今後の対応 については協議が必要 とした。

平成18年9月13日 に基礎形状の変更の連絡を受 け、協議を行った。柱状改良であった基礎形状が、基礎掘削

部分にっいて全面的な地盤改良に変更 とな り、府の基準からしても発掘調査の対象 となることか ら、協議 を重

ねた結果、基礎掘削により破壊 を受 ける部分(約340㎡)か ら発掘調査を実施す るにあた り危険 と考 えられ る範

囲を除いた部分(発 掘調査実施140㎡)に ついて発掘調査を実施することで合意 し、9月28日 に覚書を交わした。

調査期間は平成18年10月2日 より10月20日 にかけて実施 し、工事掘削時に立会調査を行い10月27日 終了した。

貝塚市

図1貝 塚市位置図
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1.沢 遺跡5.長 楽寺7.地 蔵 堂丸 山古墳8.地 蔵堂廃 寺9.下 新 出遺跡10.秦 廃寺15.麻 生中新池遺跡

19.泉 州麻生塩壺出土地20.堀 遺跡21.橋 本遺跡22.貝 塚寺内町遺跡23.加 治 ・神前 ・畠中遺跡

24.明 楽寺跡25.沢 共 同墓地26.沢 西 出遺跡27.沢 海岸北遺跡28.沢 城跡29.新 井 ・鳥羽遺跡

30.新 井 ノ池遺跡31.半 田遺跡32.麻 生 中遺跡34,澱 池遺跡35.積 善寺城跡36.清 児遺跡43.ニ ツ池

遺跡51.窪 田遺跡 ・窪 田廃寺56.半 田遺跡(清 児地区)57.堤 遺跡58.小 瀬五所 山遺跡59.石 才遺跡

60.王 子遺跡61.土 生遺跡64.海 岸寺 山遺跡66.脇 浜遺跡67.今 池遺跡70.石 才南遺跡71.名 越遺跡

72.地 蔵堂遺跡73,名 越西遺跡75。 新井 ・鳥羽北遺跡78.沢 西遺跡79.王 子西遺跡80.津 田遺跡

82.福 田遺跡86.麻 生 中出 口遺跡87.小 瀬遺跡88.堤 三宅遺跡89.沢 新 開遺跡90.沢 タナ ジ リ遺跡

91.堀 新遺跡93.麻 生中下代遺跡94.堀 秋毛遺跡95.半 田北遺跡96.沢 老 ノ塚遺跡97.東 遺跡103.

久保遺跡109.窪 田ハマデ遺跡110.海 塚遺跡111.脇 浜川端遺跡113.橋 本岸 ノ下遺跡114.麻 生中

薬師寺堂遺跡115.谷 池遺跡131.(岸 和 田)土 生遺跡

図2貝 塚 市 遺 跡 分 布 図(部 分)
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第2章 位置 と環境

貝塚寺内町遺跡は貝塚市の北部の海岸部に位置 し、海岸般丘、中位段丘端部を含む海抜2m～11mの 地域で

ある。北側は、北境川、南側を清水川周辺部分で境界 としている。寺内町の中心である願泉寺は段丘端部の海

岸 に突 き出したよ うな地形 を呈 している部分にあり、段丘下部分は砂堆積層であ り、古くは海岸であ り、海岸

部分の砂浜の発達により、海岸線は徐々に後退 していった と考えられる。

近世以降、紀州街道が主要幹線道 として整備 され ると願泉寺の西側砂堆積部分に推定されている原集落周辺

か らさらに海岸近 くまで集落域が拡大 した と考えられる。

今回の調査地は願泉寺北側に位置 し、紀州街道に面する区画で現状地盤はT.P.3.2～3.4mの 地点である。地

盤 は砂堆積部分であ り、地山面はおおよそT。P.1mで 整地、盛 土を繰 り返 し、また、海岸部から押 し寄せる砂の

影響が大きく、寺内町成立期の地盤 と現在の地盤では実に1mの 差があり、時代の移 り変わ りとともに景観が

変化 していることが明 らかとなってきた。

周辺 の遺跡 としては、東から中世～近世 にかけての集落跡 ・近世窯跡のある津田遺跡、中世～近世の集落跡

である東遺跡、中世の集落跡である海塚遺跡、海塚宝伝遺跡、堀秋毛遺跡等が存在 し、寺内町成立以前から存

在す る集落跡が多 く存在 している。南には弥生時代以降の集落跡である加治 ・神前 ・畠中遺跡、縄文時代以降

の散布地、集落跡で、製塩土器が出土 している生産遺跡の脇浜遺跡等が存在 し、周辺の遺跡は本遺跡 に関係す

る中世の遺跡が多数存在する。

図3調 査地位置図(S=1/2500)上 が座標 北
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第3章 調 査 結 果

1.調 査 の 概 要

調査 は、建設 によ り破壊 を受ける部分、140㎡ について調査 区を設 定 した。発掘調査 は2m以 上の掘 削 と

な り、調査後の工事工程 を考慮すると、土置場が確保できない。そのため、調査により排出 した土は、場外搬

出 ・処分す ることになった。盛土及び整地土層の掘削は機械で行い、各遺構面の検出作業、遺構掘削は人力掘

削により行った。調査区は基準点2ヵ 所を設定 して実施 した。調査は、確認調査 にお ける盛土及び整地土層上

面、地山上面の6面 で遺構検出(上 層 よ り、第1遺 構面～第6遺 構面)を 実施 した。

遺構は各層上面で良好に検出した。調査区の一部では後世の撹乱 を受けている部分 も存在 したが、ほぼ全面

において溝、土坑を検出した

2.基 本 層 序(図4)

調 査 区 にお ける基本層序 は 、確 認調 査 に よ り、砂 層 が主体 で、粘 土 を含 む土 を敷 きな ら して整 地 し、宅 地 と

した と考 え られ る。

地層 堆積 状況 は、上層 よ り暗灰 色 土、盛 土 ・破壊 層(1、 層厚0.1～0.23m)、 に ぶい黄 色砂(2、 層厚0.1～

0.12m)、 黄 褐色 土礫 ・粘 土ブ ロ ック混 じ り(3、 層厚0.2～0.25m)、 にぶ い黄色 砂(7 、 層厚0.2m)、 に ぶ い黄

色 土粘 土 ブ ロ ック混 じ り(4、 層 厚0.1～0.25m)、 にぶ い黄色砂(5、 層 厚0.2～0.27m)、 明 黄褐 色土 土間貼 り

粘 土層(22、 層 厚0.32m)、 灰 黄褐 色土炭 ・灰 ・焼 土 ・粘 土を含 む(6、 層 厚0.17～0.25m)、 灰 黄褐 色土 、焼

土 、炭 を含 む(23、 層 厚0.2m)、 にぶ い黄色 砂(14、 層 厚0.25～0.3m)、 灰 黄褐 色細砂 ～粗砂(15、 層 厚0.25～

0.35m)、 に ぶい黄 色砂(31、 層 厚0.5m)で そ の 下は黄褐色 砂(32)の 地 山であ る。

0 4m

1:暗 灰色土(2.5Y5/2)盛 土 ・破壊層

2:に ぶい黄色砂(2.5Y6/3)

3:黄 褐色土(2.5Y5/3)礫 ・粘土ブロック混じり

4:に ぶい黄色土(2.5Y5/4)粘 土ブロック混じり

5:に ぶい黄色砂(2,5Y6/4)

6:灰 黄褐色土(10YR4/2)炭 ・灰 ・焼土 ・粘土を含む

7:に ぶい黄色砂(2.5Y6/4)

8:黄 褐色土(2,5Y5/3)

9:に ぶい黄色土(2,5Y6/4)、 上面暗灰黄色砂混 じり土(2.5Y4/2)

10:灰 黄褐色土(10YR4/2)

11:黄 褐色土(2.5Y5/3)

12:黄 褐色砂(2,5Y5/3)

13:黄 褐色砂混 じり土(2.5Y5/3)

14:に ぶい黄色砂(2.5Y6/4)

15:灰 黄褐色細砂～粗砂(10184/2)

16:に ぶい黄褐色砂(10YR4/3)

17:黄 褐色土(2,5Y5/3)

18:黄 褐色土(101R5/6)、 上層にぶい黄色砂(2.5Y6/4)

19:暗 灰黄色細砂(2.5Y4/2)

20:に ぶい黄色細砂(2.5Y6/3)

21:暗 灰黄色砂(2,5Y5/2)、 土間混 じり

22:明 黄褐色土(10YR6/3)土 間貼り粘土

23:灰 黄褐色土(10184/2)焼 士、炭を含む

24:灰 黄褐色土(10YR4/2)焼 土、炭を多く含む

25:黄 褐色砂質土(2.5Y5/4)

26:に ぶい黄褐色砂(IOYR5/3)

27:に ぶい黄色砂混 じり土(2.5Y6/4)

28:黄 褐色土(2.5Y5/3)

29:明 黄褐色土(ions/s)

30:明 黄褐色土(5YR5/6)炉 跡

31:に ぶい黄色砂(2,5Y6/4)

32:黄 褐色砂(2,5Y5/3)地 山(自 然層)

図4土 層図
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地層堆積状況か ら判断 して破壊層、遺構、31層 以外の地層は整地 ・盛土層 と考え られ る。6層 、23層は焼土、

炭を含んでお り、火災後の整地層 と考えられる。遺構面は6面 検 出した。第6遺 構面(32層 、地山上面)、 第5

遺構面(31層 ・16層上面)、 第4遺 構面(14層 上面)、 第3遺 構面(6層 、23層 上面)、 第2遺 構面(4層 上面)、

第1遺 構面(3層 上面)で ある。各遺構面の下層を第1～5層 とし、遺物を取 り上げた。

3.検 出遺 構(図5～ 図10、 図 版1～ 図 版11)

地山上面(第6遺 構面)、整地 ・盛土層上面(第4遺 構面～第1遺 構面)の 計6面 で遺構を検出した。以下、

第1遺 構面 を除 く、5面 の遺構面について検出 した遺構について概要を説明する。

第6遺 構 面(地 山 上 面)(図5、 図 版1)

地 山上面で遺構検出を実施 した。本遺構面はT.P.0.95mで 上層に0.4～0.5mの にぶい黄色砂層(31層)が 堆

積 している。31層 は、海岸部の砂浜の発達によってもたらされた砂が自然堆積 したもので人為的に盛土、整地

を行ったものではない。本遺構面で検出した遺構は、すべて上層から掘削された遺構である。検出遺構 は、井

戸1基 、土坑2基 を検出 した。

SE-6001(井 戸)

本井戸は、直径lmの 円形で、深 さ0.2mで ある。地山上面は硬 くしまってお り、この面を掘削すると湧水が

激 しくなる。本井戸は、この湧水部分に水 を求めて掘削 した と考え られる。

湧水層の上層には、にぶい黄色砂(31層)が 堆積 してお り、軟弱な砂層であるにもかかわらず、井戸枠は確認

できなかった。上層で検 出した第5遺 構面では、本井戸は検 出 していないことか ら、一時的に掘削 された井

戸 の可能性がある。埋土は暗褐色土で遺物は、陶器、瓦器碗片が出土 してお り、出土遺物から14世 紀代に掘

削 された井戸 と考えられる。

0 10m

図5第6遺 構面(地 山上面)
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X 第5遺 構面

第4遺 構面
メ

a 10m一
図6第5遺 構面 、第4遺 構面

一6一



SX-6002(土 坑)

本 土坑 は、長軸0.4m、 短 軸0.3m、 深 さ0.08mで 、埋土 は黄褐 色細砂 ～粗砂(2.5Y5/3)で あ る。 上層 か ら掘

削 された 土坑 の底 部 と考 え られ る。遺 物 は出土 して いない。

SX-6003(土 坑)

本 土坑 は、検 出長2.Om、 深 さ0.14～0.17mで 、埋 土 は黄褐色 砂(2.5Y5/3)、 オ リー ブ褐色砂(2.5Y4/4)混 じ

りであ る。 上層 か ら掘 削 され た土坑 と考 え られ る。 遺物 は出土 してい ない。

第5遺 構 面(31層 ・16層 上 面)(図6、 図 版2)

層厚1～2c皿 の粘土で整地を行った層を確認 し遺構面とし、遺構検出を実施 した。遺構は、溝1条 、土坑2基

を検出 し、遺構検出時には、銅銭1枚 、椀形滓(鉄 滓)1点 が出土 した。

SD-5001(溝)

本溝は、幅0.8m、 深 さ0.5m、 検 出長4.6mで ある。薄 く貼 られた土間面の下は砂地であり、埋土は暗灰黄色

砂である。埋土の状況か ら判断 して、本溝掘削後間 もな く埋没 した と考 えられ、水が流れた形跡はなく、一時

的に掘削された境界あるいは区画溝 と考え られ る。溝の方向は南東 一北西方向で、現在の土地区画の方向と一

致 してお り、遺物は、青磁碗が出土している。出土遺物、地層堆積状況か ら判断 して、本遺構の時期を考える

と15世 紀代まで遡る可能性がある。

SX-5002(土 坑)

本土坑は、直径0,55m、 深 さ0.12mで 、埋土は炭灰 、焼土を含むオ リーブ褐色土(2.5Y4/3)で ある。埋土に

炭灰 、焼土が含 まれ ることか ら、上層から掘削された遺構の可能性がある。遺物は出土 していない。

SX-5003(土 坑)

本土坑は、直径0.55m、 深 さ0。18mで 、埋土は炭灰 、焼土を含むオ リーブ褐色土(2.5Y4/3)で ある。近接す

るSX-5002同 様に、埋土に炭灰 、焼土が含まれ ることか ら、上層か ら掘削された遺構の可能性がある。遺物は出

土 していない。

第4遺 構 面(14層 上 面)(図6、 図 版3)

上層 の焼土 ・炭灰を多く含む層(6層 ・23層)は 、遺物の出土状況、地層の状況から判断 して、火災後の整地

層 と考えられ、本遺構面で火災が起きた と推定 される。

埋 甕 遺 構(SX-4001)(図7、 図 版6、7)

本遺構は埋甕3基 を検出した土坑である。長軸検出長3m、 短軸検出長2mで 、埋甕が3基 並んだ状態で検 出

した。甕は備前焼大甕 で、底部のみが残る状態で、いずれも底部径0.4mで ある。酒 ・油等の液体保存のため

であろうか、砂地の地盤を掘削 し、半地下として甕の胴部半分以上埋 めた状態で設置されていたと考えられる。

埋甕の上層からは大量の焼土、瓦、炭が出土 してお り、火災によ り焼 け落ちた瓦等をかたづけた と考えられる。

時期は、出土 した甕の形状か ら判断 して16世 紀後半か ら17世紀前

半と考 えられ る。今回、掘削が2m以 上で、砂 を主体 とす る軟弱

な地盤のため、限られた範囲で調査を実施 した。発掘調査後の工

事掘削では本埋甕遺構の周辺をさらに掘削し、その結果、1列 に並

ぶ形で南東方向にもう1基 埋め甕が設置されていたことが明らかと

なった。埋甕に何 を保存 していたかについては、甕底部内の土を

取り上げているが分析等はできなかったので明らかにはなっていない。

カ マ ド4(SX-4002)

長軸約2m、 短軸1.5mの 長方形である。砂地の地面に粘土を貼

り叩き締めて造ったカマドで上部構造は残存 していないが、焼成部

には、上部構造が落ち込んでいる部分があり、その下には薪の形が 図7埋 甕 遺構(SX-4001)平 ・断 面 図
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第3遺 構面
x

第2遺 構面

0 tOm

図8第3遺 構面、第2遺 構面

一8一



残 る状態で炭になり、その範囲や焼土の状況か ら焼成部、焚き 口

が2ヵ 所以上あったことがわかった。遺物は、炭、焼土が出土 し

ている。

第3遺 構 面(6層 ・23層 上 面)(図8、 図 版8)

土間面、土坑11基(う ち埋甕2基)、 基礎石3基 を検出 した。

土 間 面

調査 区東側で検出 した。粘土を貼 り、つき固めている。土間面

の0.05m～0.1m下 層にはもう1面 土間面があ り瓦、陶器片を敷

きつめた上に粘土を貼 り土間面 としている。

埋 甕2(SX-3001)(図9、 図 版10)

本遺構は、調査区中央部で検出 した。甕は土師質土器で、底部

のみが残る形で出土 した。底部径0.48m、 深 さ0.15m、 埋土は灰

黄色砂である。底部のみであるが、その形から判断 して、17世 紀

代のものである。

埋 甕3(SX-3006)

L=2,500m

図9埋 甕2(SX-3001)平 ・断 面 図

本遺 構 は、調 査 区南西部 で検 出した。甕 は土師質 土器 で、底部 のみが残 る形で 出土 した。底 部 は底 が割 れてお

り残存 してい ない。 底部径0.12m、 深 さ0.1mで あ る。

SX-3002(土 坑)

本 土坑 は、直径1mの 円形 で、深 さ0.08～0.15mで あ る。埋土 は灰 黄色粘 土(2.5Y7/2)で 、遺 物 は出土 して

い ない。

SX-3003(土 坑)

本 土坑 は、長軸1.4m、 短 軸0.6m、 深 さ0.12mで 、埋 土は 暗灰 黄色砂 混 じり土(2.5Y5/2)で あ る。遺物 は 出

土 して いない。

SX-3004(土 坑)

本 土坑 は 、長 軸1m、 短軸0.8m、 深 さ0.12～0.25mで 、埋 土 はにぶい黄 色細砂(2.5Y6/4)で あ る。遺物 は 出

土 して いない。

SX-3005(土 坑)

本 土坑 は 、検 出長 軸1.5m、 短 軸1.05m、 深 さ0.16mで 、埋 土 は黄 褐色砂 、炭混 じ り(2.5Y5/3)で あ る。遺 物

は出土 して いない。

SX-3007(土 坑)

本 土坑 は、長 軸0.7m、 短 軸0.35m、 深 さ0.13mで 、埋土 は明黄褐 色粘 土焼土混 じ り(2.5Y6/6)で あ る。遺 物

は出土 して いない。

SX-3008(土 坑)

本 土 坑 は、直径0.8m、 深 さ0.33mで 、 埋 土 は黄褐 色砂(2.5Y5/3)で あ る。遺 物 は平 瓦 が出土 してい る。

SX-3009(土 坑)

本 土 坑 は、検 出長 軸1。75m、 深 さ0.35mで 、埋 土は黄褐 色砂(2.5Y5/3)で あ る。遺 物 は平瓦が 出土 してい る。

SX-3010(土 坑)

本 土坑 は、検 出直径3.5mで あ る。埋 土は黄褐色 砂(2.5Y5/3)で あ る。半 円形 で、上層 か らの掘 削で ある。遺

物 は 出土 してい ない。

SX-3011(土 坑)

本 土坑 は、直径2mで あ る。上層 か ら掘 削 され てお り、土坑 内か らは レンガ、コンク リー ト片 な どが含 まれ る

た め。 昭和 期 の建物解 体 時 の撹 乱廃棄 土坑 と考 え られ る。 遺物 は 出土 して いない。
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L=3,000m

5 L灰 黄色砂(2.SY7/2)

2:褐 灰色 土(10YR4/1)

3:明 赤褐色土(5YR5/6>

4:オ リー ブ褐色砂混 じり土(2.5Y4/4)

5:に ぶい黄色土砂混 じり土(2.5Y6/3)

カ マ ド2・3(SX-2002・SX-2002)平 ・断 面 図

へ

◎
L=3,000m

11

12

13

埋甕1(SX-2004)平 ・断面図

6:浅 黄 色土(5Y7/3)

7:橙 色 土(7.5YR6/6)

8:浅 黄 色土(2.5YR7/4)

9:炭 ・灰 混 じり土

IO:明 褐 色土(7.5YR5/4)

11黄 褐 色土(2.5Y5/3)

12に ぶ い黄色土(2.5Y6/3)炭 ・灰等 を含む

13に ぶ い黄色土(2.5Y6/3)砂 混 じり土

7

4

6匚:==コ

8
9 io

カ マ ド1(SX-2001)平 ・.断面 図

0 im一
図10カ マ ド2・3(SX-2002・SX-2002)平 ・断面図、カマ ド1(SX-2001)平 ・断面図、埋甕1(SX-2004)平 ・断面図
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基 礎 石

基礎石3基 のうちの調査区南端で検 出した1基 は、0.25m×0.25mの 方形で、五輪塔の火輪を逆 さにして基礎

石に転用 したものである。

第2遺 構 面(4層 上 面)(図8、 図10、 図11)

カマ ド3基(カ マ ド1～3)、 埋甕1基(埋 甕1)、 基礎石3基 を検出した。

埋 甕1(SX-2004)

本遺構 は、口径65cm、 器高85cmの 陶器製の甕 を口縁部付近まで埋められた状態で発見した。甕の底部には墨書

が見 られる。用途は不明である。時期は出土 した甕か ら江戸時代末から明治期 と考 えられ る。

カ マ ド1(SX-2001)

本遺構は、直径0.6m、 深 さ0.15mの カマ ドである。カマ ド2、3に比べ ると上部が破壊 されてお り底部分が残

るだけである。カマド内側に丸瓦と粘土を積み重ねて、小 さな構造につ くりかえられている。カマド内からは瓦

片が出土 している。時期は江戸時代末から明治期 と考えられる。

カ マ ド2(SX-2002)、 カ マ ド3(SX-2003)

本遺構は、半球形に掘 りくぼめ、粘土を貼 り舌状の焚 口を造 った構造のカマ ドである。カマ ド3が 造 られ、何

らかの理 由で1度 つ くりかえが行われ、カマ ド2が 造 られた。直径0.85m、 深 さ0.5mで 埋土は灰黄色砂である。

上部構造は残ってお らず不明である。カマ ド2内 から瓦片が出土 している。時期は、埋甕1同 様江戸時代末か ら

明治期 と考 えられ る。

基 礎 石

礎石あるいは束石に使用 されたと考えられる石である。第3遺 構面とちがい自然石が用いられている。平坦面

を持った隅丸の自然石であり、基礎石 としての加工は されていない。おそ らく、周辺の河川から運び こまれたも

のの可能性がある。

図11SX-2001(7、8)、 第4層(10、16)、 第2層(3、4、6、14)、 立 会 調 査(1、2、5、9、11、12、13、15、17、18～26)出 土 遺 物
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4.出 土 遺 物

出土遺 物 のほ とん どが 、瓦 であ り陶磁器 等 はあまり出土 していな い。 出土 瓦の ほ とんどが火 災後 に半地 下施設

であ った 埋甕遺構 に廃 棄 したもので あり、火 災 によ り2次 焼 成 を受 けて赤 色化 してい る瓦や破 損 して いない 丸瓦

が出土 して い る

1～6は 、磁 器染 付碗 で ある。1は 復 元 口径6.8cmで 、 外面 に文様 を描 く。2は 、復 元 口径8.5cmで 、外 面 口

縁 部 に雨 降 らし文 を描 く。3は 、復 元 口径9.6cmで 外 面 に草 花文 を描 く。4は 復元 口径11.2cmで 外 面 に描 かれ た

文様 は、 簡略化 され た梅花 を描 く。 内面見込 み部 に蛇の 目釉 剥 ぎを施す。5は 口径9.Ocm、 器 高5.3cmで 内 外面

に二重網 掛 け文 、高 台部分 に渦福 を施す 。6は 口径12.Oc皿 、器 高6.Oc皿 で 、内外 面 に染付 けを施 す。外 面 に丸窓

文 、高台 部 に角 福 を施 す。9～11は 磁 器 染付 け皿 であ る。9は 口径11.8c皿 、器 高3.5cmで 内 面 に松 葉文 、見 込み

部 に蛇の 目釉剥 ぎを施 す。10は 口径13.8c皿 、器 高3.4cmで あ る。内外 面 に染 付 けを施 し、内面 に半裁花 文、格 子

文 、外面 に草花 文 を施 す。また 、高台部 中央部 に、バ リ支 えの ピン の痕跡 が あ り、簡 略化 された 「大民年 製」の

銘 が見 られ る。11は 、蛇 の 目凹形 高台で 、 口径13.4c皿 、 器高4.8c皿 で 外 面 に唐 草文 の染 付 け を施す。

7、8、12～14は 陶器 であ る。7は 復 元 口径..皿 、器 高5.8c皿 の京 焼風 陶器 であ る。外 面 に呉 須 で簡略化 さ

れ た文様 を描 き、高 台部 に森 の刻 印が見 られ る。8は 、 口径11.4cm、 器 高5.7cmの 刷 毛 目唐 津碗 で ある。内 面に

蛇 の 目釉 剥 ぎを施 す。 高台部 畳み付 け部分 に砂粒 が付着 す る。12は 、 口径9.6cm、 器 高2.1c皿 の瀬 戸鉄釉皿 であ

る。 高台 は浅 く、無釉 で ある。 内面 見込 み部 に3カ 所 の胎土 目痕 が見 られ る。13は 口径9.8c皿 の 土瓶 蓋で あ る。

和泉音 羽焼 と考 え られ る。14は 口径12.6cm、 器 高3.8cmの 唐 津皿 で ある。

15～20は 白磁 皿 であ る。15は 復 元 口径11.6cm、 器 高2,9c皿 で あ るΩ16は 口径11.6c皿 、 器 高3.lc皿 で あ る。17

は 口径11.8cm、 器 高3.1c皿 で ある。18は 口径11,4cm、 器 高3.3c皿 で ある。19は 、 口径15.2cm、 器 高3.5cmで あ

る。20は 口径15.8c皿 、 器 高3.4cmで あ る。21は 、 復元 高台径10.2cmの 磁 器 染付 け皿 で ある。22は 、復 元 高台径

8.8c皿 の 青 花皿 で ある。

23～25は 土 師質焼 塩壼 で ある。23は 底部径6.7cmで 、 口縁部 が破損 してい る。内面 に布 目痕 、外 面 口縁部 に指

押 さえを施す 。24は 口径5.6c皿 、器 高10.4cmで あ る。外 面 に胴 部 に長 方形 の枠 に 「天 下一 堺 ミな と/藤 左 衛 門」

の刻 印が され てい る。また、胴 部反対 側 に 「長 寛 □/□ 見」の墨書 が ある。25は 底部径6.4cmで 内 面 に布 目痕

図12SX-4001(35)、 土 間(30、33)、 第5層(27)、 第4層(29)、 第3層(32)、 第2層(34)、 立会調査(28、31、36)出 土 軒平瓦
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図13SX-4001(37)、SX-2001(48)、 土 間(53)、 第4層(39、40、42、44)、 第2層(43、45、46、51)、

立 会 調 査(38、41、47、49、50、52、54)出 土 軒 丸 瓦
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が見 られ る。26は 口径8.9c皿 、器 高5.3cmの 瓦 質火鉢 で あ る。3カ 所 の脚 で、外面胴 部 に菊 花 ス タンプ紋 を押す。

軒 平 瓦(図12、 図 版14)

27、29～36は 均整唐草文軒平瓦である。27は 外区内に唐草文を配する。29、31、33は 中央 に宝珠文、両側に

均整唐草文を配する。出土状況から判断して37～42の 軒丸瓦とセ ッ ト関係 にあると考え られ、16世 紀後半の時

期が推定できる。28は 波状文軒平瓦である。周辺の発掘調査成果か ら、北小学校体育館建設に伴 う発掘調査

(95-51区)で 同范の瓦が出土 している。30、34は 唐草文が簡略化 されている。35、36は 同范 と考えられ、同系

の文様瓦が、95-51区 から出土 している。

軒 丸 瓦(図13、 図 版14)

出 土 軒丸 瓦はす べ て三 巴文 で ある。 巴の方 向は左 回 りと右 回 りの2種 類 が存在 す る。

37～42、52～54は 同范 と考 え られ る。 巴の方 向は左 回 りで尾 が長 くのび 、圏線 となる。 珠文 は22個 配 し、瓦

当径 は約14cmで あ る。95-51区 の 調査 で 同范 の瓦 が出 土 してお り、時期 は16世 紀 後半 と考 え られ る。SX-4001(37)、

第4層(39、40、42)、 土 間(53)、 立 会調 査(38、41、52、54)か ら出土 してい る。43は 、第2層 出土で、 巴の

方 向 は右 回 りで あ る。44は 、第4層 出土 で、瓦 当径14cm、 巴 は左 回 り、珠文 は16個 配 してい る。45～47は 同 范

と考 え られ る。 巴の方 向は右 回 りで ともに第2層 か ら出土 してお り、珠文 は16個 配 す る。95-51区 の 調 査で 同范

の瓦 が出土 してお り、18世 紀代 の 瓦 と考 え られ る。48は 、SX-2001出 土 の瓦 当径 約14cm 、 巴 方 向左 回 りで尾 が長

くのび 圏線 とな る。 珠文 は16個 を配す る。49は 立会調 査 出土 で、 巴方 向左 回 り、珠 文は16個 配す る。50は 立会

調査 出土 で 、巴方 向 は右 回 りであ る。51は 第2層 出土で、巴方 向は右 回 りで珠 文11個 を配す る。95-51区 の 調 査

で同范 の瓦 が出土 してお り17世 紀 代 と考 え られ る。

参 考文 献

貝塚市教育委員会 『貝塚寺内町遺跡発掘調査概要』(貝塚市埋蔵文化財調査報告第43集1998)

前川浩一 「貝塚寺内出土の中国産白磁系磁器にっいて」(『寺内町研究第9号 』貝塚寺内町歴史研究会2005)
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第4章 ま と め

調査の結果、寺内町成立以前の状況が明らかになるとともに、寺内町成立期の遺構、遺物を発見 し、その変

遷の一端が明らかとなった。以下、遺構面の変遷 とともに、調査地の概要をまとめる。

中 世 前

第6遺 構 面(T.P.0.95m)

本遺構面は、上層より掘削された遺構を検 出している。中世の井戸を検 出してお り、遣構 の状況等か ら、中世

以前は砂浜と考え られ、願泉寺のある海岸段丘下段近 くまで、海岸線がせまっていたと考えられる。

中 世(寺 内 町 成 立 以 前)

第5遺 構 面(T.P.1.6m)

中世期に入ると、砂浜 の発達が見られたことが、砂 の堆積状況か らわかる。砂浜の発達により、海岸線の後退、

砂浜面積が拡大 した。砂 の地盤 を土で整地することが行 われ るようになり、区画溝 も掘削 された。

遺構面からは、鉄滓、溝からは青磁が出土 している。本遺構 面の時期の調査区は、検出遺構、出土遺物か らみ

て、集落は想定できないが、おそらく、本遺構面の時期から砂堆積地が利用され はじめ、原集落となっていった

と考えられる。

中 世 末 ～近 世 初 頭(寺 内 町 成 立 期)

第4遺 構 面(T.P.2.4m)

カマ ド、土坑(埋 甕1～3を 配置)を 検 出している。火災によって瓦葺の建物が焼失、倒壊 したと考えられ る。

土坑は、埋甕を設置するためにつ くられた半地下構造であり、焼失 した瓦などをかたづけるために整理 し、投棄

したもの と考 えられ る。投棄 した後、焼土層で整地 し、部分的に瓦、陶器な どを砕いたものを敷きならして粘 土

を貼 り、土間としている。埋甕は備前焼で16世 紀後半か ら17世紀初頭、出土 した軒丸瓦は16世 紀後半である。出

土遺物か ら火災は16世 紀後半から17世 紀初頭に想定できる。出土遺物か ら、食器等 の日用雑器が少なく、瓦が多

く出土していることか ら、瓦葺の建物で寺院に関係す る建物か、埋甕が置かれている状況か ら、商家が想定 され

る。今回の調査で検出 した焼土層は、古文書等の文献資料 に記述のないものであり、興味深い成果 となった。

近 世 前 半 期

第3遺 構 面(T.P.2.5m)

第4遺 構面以降に整地された土間及び整地面である。土師質土器埋甕2基(埋 甕2、 埋甕3)、 基礎石3基 を

検出している。 うち1基 は、五輪塔 を転用 して基礎石 としている。砂堆積地では、基礎石を求めるのは困難で

あった と考えられ、代用品 として石造物を使用 している。出土遺物か ら、17世 紀後半か ら18世紀前半の時期 と

考えられ る。本調査地は、紀州街道に面 してお り、第4遺 構面同様に商家が想定され る。

近 世 後 半 期 ～ 明 治

第2遺 構 面(T.P.2.75m)

地層堆積状況か ら判断 して、整地面 として確認できなかったが、整地が何度 も繰 り返された と考えられる。

近代期の レンガ造 りの基礎等によ り広範囲に破壊されている。
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遺構は、カマ ド3基(カ マ ド1～3)、 埋甕1基(埋 甕1)、 基礎石3基 を検出 した。カマ ドは円形の燃焼部 と

それ にとりつく舌状の焚 き口で、燃焼部1ヵ 所、焚き口1ヵ 所であるが、上部構造は削 り取られてお り不明である。

出土遺物か ら18世紀後半～19世 紀代の時期 と考えられる。

以上の ようなことが明らかとなった。原集落 と考えられる本調査地を含む地点の状況の一端が明らかとなった

が、出土瓦について以下のような、新たな発見があった。

①貝塚市立北小学校(95-51地 区)の 発掘調査において出土 した16世 紀中頃から後半の瓦 と今回の調査で出土 し

た瓦に同范あるいは同文系の瓦が出土 していること。

②95-51地 区 ・願泉寺境内 ・本調査地の3地 点で、同范の瓦(17世 紀～18世 紀代)が 出土 してい ること。

①、②のような同范関係が明らかとなり、瓦の量だけでなく、同范瓦の出土地点の広がりが何 を意味するのか、

また、これまでに発掘調査で出土 した瓦についてはどうなのか、分析する必要がある。瓦が出土する量 によって、

短絡的に寺院の推定材料 にす るのではなく、古文書に記された願泉寺の前身本堂 「草庵、板屋道 場」 といった

記述 を考古学的に どう分析 し、評価 していくかについて検討 していく必要がある。
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版

1

1.第6遺 構 面(地 山上面)検 出状況(北 西 よ り)

2.同 上 掘 削状況(北 西 よ り)
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1.第5遺 構面 検出状況(北 東 よ り)

2.同 上 掘 削状況(南 東 よ り)
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1.第4遺 構 面 検 出状況(北 東 よ り)

2.同 上 掘削状況(南 西 よ り)
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1.カ マ ド4(SX-4002)検 出状 況(北 西 よ り)

2.同 上 掘削状況(北 西 よ り)
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1埋 甕遺 構(SX-400D検 出状況(南 東 よ り)

2同 上 掘削状況(北 西よ り)
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1.埋 甕 遺 構(SX-4001)掘 削 状 況(南 西 よ り)

2.埋 甕4(南 西 よ り)
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1.埋 甕5

2.埋 甕6
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1.第3遺 構面 検出状況(北 東 よ り)

2.同 上 検 出状況(南 西 よ り)
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1第3遺 構面 土間(北 東よ り)

2同 上 土 間
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1.埋 甕3(SX-3001)(南 東 よ り)

2.同 上(北 東 よ り)
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1.第2遺 構面(北 東 よ り)

2.カ マ ド2(SX-2002)掘 削 状 況(北 東 よ り)



図
版
12

出
土
遺
物

SX-2001(17)、 第4層(16)、 第2層(3、4、6、14、17)、 立 会 調 査(1、5)出 土 遺 物
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出
土
遺
物

埋 甕4(55)、 立 会 調 査(23～25)出 土 遺 物
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出
土
遺
物

第5層(27)、 第4層(29)、 第3層(32)、 立 会 調 査(28、31)出 土 軒 平 瓦

SX-4001(37)、SX-2001(48)、 第4層(40)、 立 会 調 査(38、49)出 土 軒 丸 瓦
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